
SBIグループの事業概況

（2023年3月期）SBI GROUP AT A GLANCE
 事業別の収益構成比※1, 2

2.8%

3.6%

3.0%

2.6%

暗号資産事業

△184億円
前期は35億円

非金融事業

△33億円
前期は△203億円

0

税引前利益※2 事業別の従業員構成比

8,867億円  前期比 ＋78.2% 収益

金融サービス事業

367億円  前期比 △79.4% 収益

投資事業

303億円  前期比 △45.0% 収益

暗号資産事業

02  STRATEGY

280億円  前期比 ＋65.6% 収益

資産運用事業

262億円  前期比 ＋11.2% 収益

非金融事業

投資事業

△167億円
前期は1,365億円

金融サービス事業

 1,507億円
前期比 △50.1% 

資産運用事業

 101億円
前期比 ＋165.7% 

88.0%

金融サービス事業 16,877名

資産運用事業 411名

投資事業 400名

暗号資産事業 223名

非金融事業 644名

収益

9,986億円

グループ従業員数

18,756※3
名

※1 　セグメント別の収益構成比率は、各セグメントの収益合計に対する構成比率を記載しています。
※2 　2023年3月期にセグメント変更を行っているため、前期比は当該セグメント変更後の2022年3月期の数値と比較した値を掲載しています。
※3 　全社共通人員など201名を含めています。
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8,867億円
前期比 ＋78.2% 

 1,507億円
前期比 △50.1% 

SBI新生銀行連結子会社化に際して
前期に計上した負ののれん発生益等
1,956億円を除くと同＋42.0% 

証券関連事業
SBI証券
SBIリクイディティ・マーケット（SBI LM）
SBI FXトレード（SBI FXT）
SBIマネープラザ
SBIネオトレード証券
FOLIOホールディングス 

SBIベネフィット・システムズ
SBIシンプレクス・ソリューションズ
ジャパンネクスト証券
大阪デジタルエクスチェンジ
SBI Royal Securities

SBI Thai Online Securities

PT BNI SEKURITAS 

銀行関連事業
SBI新生銀行
新生フィナンシャル
アプラス
昭和リース
新生企業投資※

住信SBIネット銀行 

SBI地銀ホールディングス
アルヒ

SBI貯蓄銀行
SBI Bank

SBI LY HOUR BANK

TIEN PHONG COMMERCIAL JOINT  
STOCK BANK(TPBank)

保険関連事業
SBIインシュアランスグループ
SBI損害保険
SBI生命保険
SBIいきいき少額短期保険
SBI日本少額短期保険
SBIリスタ少額短期保険
SBIプリズム少額短期保険
SBI常口セーフティ少額短期保険

その他金融サービス関連事業
SBIネオファイナンシャルサービシーズ
SBI FinTech Solutions

SBIレミット
SBIビジネス・ソリューションズ
SBI Ripple Asia

税引前利益の内訳

証券関連事業
SBI証券（単体）、FX事業（SBI LM、 
SBI FXT）、SBIマネープラザの単純合算

662億円
銀行関連事業
SBI新生銀行、住信SBIネット銀行、 
SBI貯蓄銀行の単純合算

835億円

その他
17億円

保険関連事業
SBIインシュアランスグループおよび 
その傘下企業の単純合算
△7億円

1,500

900

1,200

300

600

（億円）

2023年3月期

-300

金融サービス事業

FINANCIAL SERVICES BUSINESS

主要企業

0

1,507

※2023年5月より投資事業セグメントへ移行

収益 税引前利益

証券関連事業
  SBI証券は、FX事業・外債販売等に係るトレーディング
収益や信用取引に係る金融収益が過去最高を更新し、
同社の営業収益は過去最高を達成

  SBI証券が推進するネオ証券化（オンライン取引での国
内株式売買委託手数料等の無料化）の実現に向けた収
益源の多様化が奏功し、SBI証券の営業収益に占めるオ
ンライン取引による国内株式の委託手数料の割合は
11.2%まで低下

  2023年3月からSBI証券がネット証券サービスの提供
主体として（株）三井住友フィナンシャルグループが提
供するモバイル総合金融サービス「Olive」に参画

銀行関連事業
  SBI新生銀行は、日本会計基準において、法人業務に
おける貸出残高の増加による収益の拡大や大口の貸
倒引当金戻入益の計上により、前期比で大幅な増収増
益を達成

  住信SBIネット銀行は2023年3月に東京証券取引所ス
タンダード市場に上場。当社保有の普通株式の一部売
却による所有比率の減少等により当社におけるIFRS取
り込みベースの投資利益は減益となるも、約107億円の
売却益を計上

  住宅ローンの貸し出し・取次事業等を行うアルヒを
2022年11月に連結子会社化

  韓国のSBI貯蓄銀行は資産拡大に伴い基礎的収支が順
調に拡大したものの、韓国国内の金利上昇に伴う利息
費用の増加等が影響し前期比で増収減益

  ベトナムのTPBankを2023年2月に持分法適用関連会
社とし、投資事業セグメントから金融サービス事業セグ
メントへ移行

保険関連事業
  SBIインシュアランスグループは、日本会計基準におい
ては経常収益、経常利益、親会社株主に帰属する当期
純利益において過去最高となるも、IFRS取り込みベー
スにおいては公正価値評価損を計上したことにより7憶
円の税引前損失となる

  SBIインシュアランスグループは初となる剰余金の配当 

（1株当たり10円の期末配当）を実施

2023年3月期の事業概況
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SBIグループの事業概況

02  STRATEGY

280億円
前期比 ＋65.6% 

収益

367億円
前期比 △79.4% 

収益

101億円
税引前利益

△167億円
税引前利益

運用資産残高の推移

公正価値評価の変動による
損益および売却損益の内訳

資産運用事業

ASSET MANAGEMENT BUSINESS

投資事業

INVESTMENT BUSINESS

SBIインベストメント
SBI VENTURES SINGAPORE 

SBI VEN CAPITAL 

SBI Investment KOREA 

思佰益（中国）投資有限公司
思佰益（北京）創業投資管理有限公司
SBI FinTech Incubation

SBIクリプトインベストメント
SBIリーシングサービス

主要企業

前期比 ＋165.7% 

2022年3月期 2023年3月期

公正価値評価の変動による
損益および売却損益 131,285 △14,358

上場銘柄 30,246 △32,538

未上場銘柄 101,039 18,181

（百万円）
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3月末

2021年 
3月末

2023年 
3月末

2022年 
3月末
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43,205
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 プライベート・エクティ（PE）等
 レオス・キャピタルワークス

 SBIグローバルアセットマネジメント・グループ 
 SBI岡三アセットマネジメント

前期は1,365億円

SBIグローバルアセットマネジメント（旧 モーニングスター）
SBIアセットマネジメント
ウエルスアドバイザー
Carret Asset Management

レオス・キャピタルワークス
SBI岡三アセットマネジメント

主要企業

  SBIグローバルアセットマネジメント（旧 モーニングス
ター）が「モーニングスター」ブランドを返還し、対価と
して約80億円の利益を計上。本一時要因を除くと株
式・債券市況悪化の影響を受け前期比で減益となった
ものの、11期連続で増収を達成

  レオス・キャピタルワークスは2023年4月に東京証券
取引所グロース市場に上場

2023年3月期の事業概況

  一部海外上場銘柄の公正価値評価により約427億円
の評価損（2023年1月末までのTPBankの累計評価損
約307億円を含む）を計上したこと等が影響し、税引前
損失を計上

  SBIリーシングサービスは2022年10月に東京証券取
引所グロース市場に上場

2023年3月期の事業概況

16,585
21,841

44,390

61,418

78,841
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303億円
前期比 △45.0% 

収益

△184億円
税引前利益

バイオ・ヘルスケア＆メディカルインフォマティクス事業 
各社の税引前利益（IFRS）

暗号資産事業

CRYPTO-ASSET BUSINESS

非金融事業

NON-FINANCIAL BUSINESS

262億円
前期比 ＋11.2% 

収益

△33億円
税引前利益

前期は35億円

2022年3月期 2023年3月期

SBIバイオテック 366 △205
5-ALA関連事業 △287 △929

SBIファーマ △1,125 △1,245
SBIアラプロモ 298 195
photonamic 328 194

NX Development Corp. 41 48
SBI ALApharma Canada △287 △570

SBI ALApromo GmbH △26 △77

（百万円）

前期は△203億円

  非金融事業セグメントではWeb3を含む将来の種とな
る多様な事業を展開。地域通貨事業等を展開するまち
のわは導入自治体の順調な増加に伴い業績を拡大

  バイオ・ヘルスケア＆メディカルインフォマティクス事
業では、販管費の増加や為替差損等が影響し赤字が拡
大したものの、研究・開発は順調に進展

2023年3月期の事業概況

SBI ALApharma 

SBIファーマ
SBIアラプロモ
photonamic 

SBIバイオテック
NX Development Corp.

SBI ALApharma Canada 

Photonics Healthcare

メディカル・データ・ビジョン
SBI DIGITAL MARKETS 

主要企業

SBI e-Sports

SBI R3 Japan

SBINFT

SBIウェルネスバンク
SBIエナジー
SBIセキュリティ・ソリューションズ
SBIトレーサビリティ
まちのわ
SBI Africa

gumi

SBI VCトレード
ビットポイントジャパン
B2C2

SBIアルファ・トレーディング
HashHub

主要企業

  B2C2や暗号資産マイニング事業における保有暗号資
産価値の下落および一部取引先の破綻による一過性の
損失に加え、暗号資産市場全体の取引量減少により税
引前損失を計上

  暗号資産取引所「BITPOINT」を運営するビットポイン
トジャパンを2023年3月に完全子会社化

  暗号資産レンディング事業およびリサーチ事業を展開
するHashHubの連結子会社化を2023年2月に発表

（2023年4月に連結子会社化）

2023年3月期の事業概況

 BTC

 FLR

 ETH

 LTC

 XRP

 BCH

 DOT

 SOL

 XLM

 OAS

 XDC

 DOGE

 XTZ

 AVAX

 TRX

 JMY

 DEP

 KLAY

 GXE

 LINK

 ADA

 MATIC

 SHIB

 IOST

 BAT

＝SBI VCトレードでの取り扱い銘柄　 ＝BITPOINTでの取り扱い銘柄

（計20銘柄） （計18銘柄）

暗号資産事業における取り扱い銘柄（2023年6月末現在）

合計取り扱い銘柄数：27銘柄

 DAI

 ATOM
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